
問
　
岡
田
良
成
議
員

林
業
費
、
舗
装
工
事
費
の

内
訳
は
、
ど
う
発
注
す
る
か
。

答
　
町
長

五
年
間
の
計
画
で
、
来
年

度
が
最
終
年
度
に
な
り
、
道

整
備
交
付
金
事
業
が
、
前
倒

し
で
追
加
配
分
さ
れ
た
事
業
。

や
む
を
得
な
い
も
の
は
、

専
門
業
者
に
発
注
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

内
容
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け

地
元
業
者
に
配
慮
し
た
い
。

問
　
岡
田
議
員

地
元
業
者
を
指
名
し
、
舗

装
工
事
も
、
骨
材
は
地
元
を

使
う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
地
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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 9 回（12月）定例会－
12月定例会は8日・9日に開かれ、報告1件、議案12件を原案どおり可決、同意案

件1件に同意、意見書１件、（株）ソニア再生の決議を採択。

■
専
決
処
分
の
報
告

22
年
９
月
14
日
に
町
道
寺

村
大
渡
７
号
線
を
通
行
中
の

自
動
車
に
側
溝
蓋
が
跳
ね
上

が
り
損
害
を
与
え
た
事
故
の

和
解
。

内
容

（
１
）
町
は
、
相
手
方
に
４
万

８
６
４
９
円
支
払
う
。

（
２
）
今
後
、
相
手
方
は
、
本

件
に
関
し
一
切
の
異
議
申
し

立
て
を
し
な
い
。

■
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
管
理

条
例
の
改
正

ゆ
の
森
の
改
修
工
事
や
現

在
実
施
中
の
観
光
拠
点
多
目

的
ホ
ー
ル
整
備
工
事
に
伴
い
、

利
用
で
き
る
施
設
を
変
更
し
、

料
金
を
改
め
る
。

施
行
日
は
交
付
の
日
か

ら
。

（
全
員
　
可
決
）

■
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条

例
の
改
正

償
還
期
間
の
上
限
を
定

め
、
毎
月
の
償
還
金
額
が
多

額
に
な
ら
な
い
よ
う
規
則
で

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

改
正
す
る
も
の
。

施
行
日
は
交
付
の
日
か

ら
。

（
全
員
　
可
決
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

７
億
４
４
３
６
万
２
千
円

を
追
加
し
、
79
億
４
１
３
８

万
９
千
円
と
す
る
。

問
　
橋
本
眞
一
議
員

企
画
総
務
費
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
、
工
事
請
負
費

の
内
容
は
。

答
　
企
画
課
長

12
月
に
国
の
経
済
対
策

で
、
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
の
交
付
額
が
示
さ
れ
、
計

上
し
て
い
る
。

委
託
料
と
工
事
請
負
費
、

合
計
で
２
億
２
千
万
円
の
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
に
対

す
る
予
算
の
補
正
。

問
　
橋
本
議
員

池
川
土
居
、
下
町
の
排
水

溝
の
内
容
を
。

答
　
池
川
地
域
振
興
課
長

集
落
内
の
排
水
路
の
流
末

処
理
と
し
て
、
安
の
川
に
下

り
る
消
防
道
と
の
境
山
手
側

に
暗
き
ょ
を
設
置
し
て
い
る

が
、
大
雨
の
時
に
排
水
が
逆

流
し
、
臭
い
も
発
生
し
て
迷

惑
し
て
い
る
の
で
、
改
修
す

る
。

排水溝（安の川）
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元
が
潤
う
よ
う
な
方
向
で
。

答
　
町
長

地
元
業
者
の
優
先
、
資
材
、

労
務
な
ど
は
、
地
元
活
用
を

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

会
合
な
ど
も
あ
る
の
で
、
町

内
施
設
の
利
用
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問
　
西
森
久
雄
議
員

子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
内
容
は
。

答
　
仁
淀
健
康
福
祉
課
長

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
は

23
年
１
月
か
ら
。

対
象
者
は
中
一
か
ら
高
三

ま
で
の
115
人
。

三
回
接
種
で
、
一
回
接
種

後
一
カ
月
経
過
し
二
回
目
接

種
、
二
回
目
か
ら
三
回
目
の

期
間
は
六
カ
月
を
お
い
て
接

種
。個

人
負
担
は
な
し
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

10
月
１
日
に
た
ば
こ
が
値

上
が
り
し
た
。
来
年
度
の
た

ば
こ
税
の
見
通
し
は
。

答
　
税
務
課
長

か
な
り
の
減
額
が
予
想
さ

れ
る
。

（
全
員
　
可
決
）

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

４
８
５
４
万
１
千
円
を
追

加
し
、
10
億
５
２
８
９
万
９

千
円
と
す
る
。（

全
員
　
可
決
）

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

48
万
８
千
円
を
減
額
し
、

11
億
６
０
４
０
万
６
千
円
と

す
る
。

（
全
員
　
可
決
）

■
町
道
桜
線
開
設
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
内
容
が
511
万
９
８
０

０
円
減
額
し
、
１
億
２
９
２

万
５
２
０
０
円
。

契
約
の
相
手
方
　

新
営
開
発
（
有
）

（
全
員
　
可
決
）

■
町
道
寺
村
線
改
良
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
内
容
が
993
万
４
０
５

０
円
増
額
し
、
１
億
２
４
１

７
万
４
０
５
０
円
。

契
約
の
相
手
方
　

（
株
）
不
二
土
木

（
全
員
　
可
決
）

■
別
府
小
屋
内
運
動
場
改

築
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更工

事
内
容
が
655
万
２
千
円

増
額
し
１
億
５
４
１
８
万
950

円
。

契
約
の
相
手
方

（
株
）
岸
之
上
工
務
店

（
全
員
　
可
決
）

■
林
道
桐
見
川
白
石
川
線

改
良
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更

工
事
内
容
が
１
４
７
８
万

４
千
円
増
額
し
、
７
２
１
１

万
４
０
０
０
円
。

契
約
の
相
手
方

（
株
）
西
森
建
設

（
全
員
　
可
決
）

■
（
繰
越
）
観
光
拠
点
多

目
的
ホ
ー
ル
整
備
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
内
容
が
１
２
９
０
万

６
６
０
０
円
増
額
し
、
８
４

８
８
万
６
２
０
０
円
。

（
全
員
　
可
決
）

■
字
の
区
域
及
び
名
称
の

変
更字

の
名
称
を
変
更
す
る
た

め
。

（
全
員
　
可
決
）

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任住
所
　

仁
淀
川
町
寺
村

氏
名井

上
　
三
信
（
53
）（

同
意
）

川又橋改良中（大字大植）
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平
成
５
年
操
業
開
始
以

来
、
赤
字
放
漫
経
営
を
続
け

て
き
た
（
株
）
ソ
ニ
ア
対
し
、

議
会
は
合
併
当
初
か
ら
、
最

大
株
主
で
あ
る
町
長
（
当
時

藤
�
町
長
）
に
対
し
、
改
善

を
求
め
て
き
た
。

21
年
に
は
、
資
金
が
枯
渇

し
て
来
た
（
株
）
ソ
ニ
ア
は
、

新
た
に
援
助
を
求
め
て
き
た

が
、
再
生
計
画
が
十
分
で
は

な
く
、
議
会
は
こ
れ
以
上
の

公
金
を
費
や
す
こ
と
を
危
ぐ

し
、
21
年
９
月
18
日
、
７
対

５
で
解
散
の
決
議
を
し
た
。

同
時
に
議
会
は
（
株
）
ソ

ニ
ア
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
専
門
家
（
税
理
士
）

も
参
加
し
、
破
綻
の
原
因
を

調
査
し
、
一
定
の
結
論
を
得

た
。原

因
調
査
の
結
論
を
踏
ま

え
、
黒
字
経
営
が
で
き
る
そ

の
可
能
性
を
見
出
し
た
本
町

議
会
は
、
関
係
二
町
の
協
力

を
得
て
、
残
っ
て
い
る
資
産

を
有
効
に
活
用
し
、（
株
）
ソ

ニ
ア
が
新
体
制
で
、
仁
淀
川

流
域
の
林
産
業
発
展
に
努
め

る
こ
と
を
望
み
、
こ
こ
に
協

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
決

議
す
る
。

問
　
岡
田
議
員

21
年
９
月
18
日
に
、（
株
）

ソ
ニ
ア
は
も
う
第
三
セ
ク
タ

ー
で
や
る
べ
き
で
な
い
、
17

年
間
の
決
算
を
見
た
時
、
15

億
７
千
万
円
の
金
を
使
い
果

た
し
た
状
況
か
ら
、
解
散
決

議
に
賛
成
し
た
。

解
散
決
議
に
賛
同
し
た
理

由
に
つ
い
て
説
明
を
願
う
。

答
　
西
森
（
常
）
議
員

昨
年
の
ソ
ニ
ア
側
の
説
明

は
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は

無
く
、
こ
れ
以
上
赤
字
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
趣
旨
か

ら
解
散
を
決
議
し
た
。

だ
が
、
私
た
ち
は
仁
淀
川

町
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
残
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
若
者
の
働
く
場
を

作
ら
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
林
業
の
発
展

は
欠
か
せ
な
い
。

町
の
将
来
の
た
め
に
今
あ

る
ソ
ニ
ア
の
財
産
を
活
か
し
、

大
原
儀
郎
氏
の
指
導
を
仰
ぎ
、

黒
字
再
生
の
可
能
性
を
探
り
、

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
再

生
決
議
を
出
し
た
。

（株）ソニア再生の決議

反
対
討
論
　

岡
田
議
員

林
業
は
大
事
な
も
の
と
理

解
し
て
い
る
が
、
今
の
林
業

行
政
は
大
変
厳
し
く
、
赤
字

経
営
を
続
け
た
ソ
ニ
ア
を
第

三
セ
ク
タ
ー
体
制
で
続
け
る

の
は
、
町
民
感
情
か
ら
も
で

き
な
い
。
町
民
に
負
担
を
掛

け
る
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら

反
対
。提

出
者
　
　
西
森
　
常
晴

賛
成
者
　
　
橋
本
　
眞
一

農
本
　
規
仁

藤
野
　
格
昭

野
村
　
安
夫

藤
原
　
陽
三

坂
本
　
伝
一

片
岡
　
政
徳

（株）ソニア


